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幕府派遣のオランダ留学生たち

(沼津市明治史料館所蔵)

0西周、②赤松則良、O肥 田浜五郎、④沢太郎左衛門、⑤津田真道、

⑥布施鉱吉郎、0榎本武揚、③林紀、0伊東方成

24cm× 28cm。 1865年、ハーグのホーマン写真館にて撮影。肥F[と 布施は留学生ではなく、

石川島に建設が決まった造船所の機械購入のため、元治元年 (1864)オ ランダヘ派遣され

た。後からオランダに来た肥田らを歓迎した際の記念写真か。士官格の留学生のうち、内

田正雄・田口俊平の2名 は写っていないてなお、この年、西と津田は帰国する。本写真は、

林紀 (帰国後静岡病院頭、沼津病院重立取扱林洞海の子)が所蔵していたもの。
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す
る
数
年
前

（文
久
二
～
慶
応
元
年
）

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
い
た
。

同
地
で
は
、
津
円
真
道
と
と
も
に
、
ラ

イ
デ
ン
大
学
教
授
の
経
済
学
者
シ
モ
ン
・

フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
の
個
人
指
導
を
受
け
、

今
日
言
う
と
こ
ろ
の
社
会
科
学
を
主
に

学
ん
だ
。

西
や
津
円
が
在
職
し
て
い
た
幕
府
の

洋
学
研
究
機
関
開
成
所
で
は
、
語
学
の

習
得
や
数
学

・
物
理
学

・
化
学
等
々
の

理
工
系
の
軍
事
関
連
の
学
問
を
洋
書
を

通
じ
て
個
別
に
学
び
取
る
だ
け
で
、
政

治

・
法
律

。
経
済
と
い
っ
た
国
家
に
と

っ
て
直
接
的
に
必
要
な
学
問
は
ほ
と
ん

ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
西
ら
は
、

そ
の
重
要
性
を
意
識
し
、
オ
ラ
ン
ダ
留

学
の
機
会
に
未
知
の
学
問
を
系
統
的
に

学
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
希
望
に

応
え
、
性
法
之
学

（自
然
法
）
、
万
国
公

法
之
学

（国
際
公
法
）
、
国
法
之
学

（国

法
学
）
、
制
産
之
学

（経
済
学
）
、
政
表

之
学

（統
計
学
）
と
い
う
五
科
を
選
び
、

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
ハ
ν

徳
川
家
沼
津
学
校
追
加
掟
書

―
‐
兵

学
校

の
総
合

大

学

化
構

想

―
―

西
に
と

っ
て
、
そ
の
後
に
招
聘
さ
れ

た
沼
津
兵
学
校
で
の
仕
事
も
、
折
角
オ

ラ
ン
ダ
で
学
ん
だ
治
国
の
学
問
を
活
か

す
に
は
、
誠
に
狭
い
範
囲
の
も
の
で
し

か
な
か

っ
た
。
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
附

属
小
学
校
は
、
基
礎
か
ら
専
門
課
程
ま

で
を
系
統
的
か
つ
段
階
的
に
実
施
す
る
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
な
か

っ
た
極
め

て
整
え
ら
れ
た
学
校
で
あ
り
、
西
の
考

え
が
十
分
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
所
詮
、
兵
学
校
は
軍
人
の
養
成
機

関
で
し
か
な
く
、
彼
の
本
領
で
あ
る
法

学

。
政
治
学
等
を
専
門
に
教
授
す
る
機

会
に
は
恵
ま
れ
な
か

っ
た
。

現
状
に
満
足
し
な
か

っ
た
西
は
、
明

治
二
年

（
一
八
六
九
）
四
月
、
前
年
暮

れ
に
発
布
し
た

「徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」

の
追
加
と
し
て
、
「徳
川
家
沼
津
学
校
追

加
掟
書
」
を
起
草
、
沼
津
兵
学
校
を
単

な
る
軍
学
校
か
ら
、
文
官
を
も
合
め
た

藩
の
幹
部
を
養
成
す
る
総
合
大
学
と
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

全

二
十
二
条
か
ら
成
る
追
加
掟
書
で

は
、
既
存
の
兵
学
科
に
加
え
、
文
学
科

を
新
設
す
る
こ
と
、
そ
の
中
に
は
政
律
・

史
道

・
医
科

・
利
用
の
四
科
を
置
く
こ

と
が
明
記
さ
れ
た
。
現
代
の
学
問
分
野

で
言
え
ば
、
政
律
は
法
学

・
政
治
学
、

ゝ

史
道
は
哲
学

・
文
学

・
歴
史
学
、
医
科

は
医
学
、
利
用
は
工
学

・
農
学
な
ど
に

あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

掟
書
に
は
、
各
科
で
学
ぶ
べ
き
教
科

目
が

一
覧
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
政
律
科
の
本
業
生

（基
礎
過
程
た
る

資
業
生
に
続
く
専
門
過
程
）
に
は
、
経

済
学

（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
リ
チ
ツ
ク
）
、
政

法
通
論

（ド
ロ
ワ
ポ
リ
チ
ツ
ク
）
、
国
法

通
論

（ド
ロ
ワ
シ
ヰ
ル
）、
刑
律
通
論

（ド

ロ
ワ
キ
リ
ミ
ナ
ル
）
、
商
律
通
説

（ド
ロ

ワ
コ
ン
メ
ル
シ
ア
ー
ル
）
、
政
表

（
ス
タ

チ
ス
チ
ツ
ク
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
西
が
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
か
ら

学
ん
だ
五
科
が
こ
こ
で
活
か
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
た
ｃ

実
は
、
追
加
掟
書
起
草
よ
り
も

一
か

月
前
、
明
治

一年

（
一
八
六
九
）
二
月

十

一
日
、
陸
軍
総
括
服
部
綾
雄
か
ら
陸

軍
学
校
頭
取

・
陸
軍
御
用
重
立
取
扱
に

宛
て
、
今
後
沼
津
の
学
校
の
文
武
二
科

を
卒
業
し
た
者
か
ら
藩
の
役
職
者
を
任

命
す
る
方
針
を
取
る
の
で
、
陸
軍
学
校

と
い
う
名
称
は
廃
し
、
以
後
単
に
学
校

と
称
す
べ
し
と
い
う
達
し
が
出
さ
れ
て

い
た

（『
静
岡
県
史
資
料
編
１６
近
現
代

一
』
）
。
同
月
中
に
は
陸
軍
御
用
市
立
取

扱
は
学
校
生
育
方
取
扱
、
陸
軍
生
育
方

西
周
は
、
沼
津
兵
学
校
頭
取
に
就
任
　
　
短
期
間
で
そ
の
要
領
を
二
人
に
伝
え
た

こ
う
し
て
身
に
付
け
ら
れ
た
知
識
は
、

二
人
が
維
新
後
文
明
開
化
期
に
啓
蒙
思

想
家
と
し
て
活
躍
す
る
基
礎
と
な

っ
た
。

帰
国
後
、
西
は
京
都
に
赴
き
、
万
国

公
法
の
翻
訳
を
し
た
り
、
幕
府
に
政
体

改
革
の
建
議
を
行

っ
た
り
し
た
。
将
軍

徳
川
慶
喜
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
ほ
ど
き

も
し
て
い
る
。
大
政
奉
還
直
前
に
は
慶

喜
に
召
さ
れ
、
一三
権
分
立
や
イ
ギ
リ
ス

の
議
事
院
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
た
。

ま
た
、
大
政
奉
還
後
の
慶
応

一
年
十

一

月
に
は
幕
府
に
代
わ
る
新
政
治
体
制
の

構
想
を
示
し
た

「議
題
草
案
」
を
起
草

し
た
。
日
本
最
初
の
私
擬
憲
法
案
と
も

い
う
べ
き
同
草
案
が
慶
喜
側
近
の
手
元

に
届
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
後

の
慶
喜
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
の
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
、
京

都
で
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
は
瑣
末
な
翻

訳
な
ど
ば
か
り
で
、
欲
求
不
満
が
溜
ま

る
だ
け
だ

っ
た
。
西
の
オ
ラ
ン
ダ
仕
込

み
の
新
知
識
は
、
十
分
に
活
か
さ
れ
な

い
ま
ま
、
幕
府
は
倒
れ
た
。

ヽ
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頭
取
は
生
育
方
頭
取
と
改
称
さ
れ
た
。

た
ぶ
ん
同
時
に
、
教
授
た
ち
の
肩
書
も

陸
軍
学
校
頭
取

・
同
何
等
教
授
か
ら
単

に
沼
津
学
校
頭
取

・
何
等
教
授
に
変
わ

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
沼
津
兵
学
校
に
文
武
二
科

を
置
く
と
い
う
方
針
は
、
追
加
掟
書
が

完
成
す
る
前
に
藩
の
方
針
と
し
て
決
定

さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
兵
学
校
の
名
称

も
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
と
と
も

に
オ
ラ
ン
ダ
で
学
ん
だ
津
円
真
道
は
静

岡
学
問
所
の
頭
と
な

っ
て
い
た
。
沼
津

兵
学
校
の
文
武
学
校
化
構
想
と
静
岡
学

問
所
の
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
関
す
る
津

田
の
関
与
の
有
無
な
ど
は
残
念
な
が
ら

全
く
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
浄
書
木
ま
で
作
ら
れ
た
追

加
掟
書
は
印
刷
さ
れ
ず
、
三
月
十

一
日

付
の
達
し
も
公
布
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う

で
、
沼
津
学
校
の
文
学
科
新
設
は
実
現

し
な
か

っ
た
。
方
針
変
更
の
い
き
さ

つ

は
謎
で
あ
る
。

明
治
二
年
十
月
に
は
、
学
校
の
名
称

を
以
前
の
よ
う
に

「兵
学
校
」
と
す
べ

し
と
の
達
し
が
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
後
も

「沼
津
学
校
」
の
名
称
は
使

用
さ
れ
た
。

な
お
、
西
は
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）

正
月
か
ら
二
月
に
か
け
、
旧
主
で
あ
る

津
和
野
藩
主
亀
井
姦
監
に
招
か
れ
津
和

野
に
里
帰
り
し
、
そ
の
諮
問
に
応
え

「文

武
学
校
基
本
井
規
則
書
」
を
呈
し
た
。

同
規
則
書
は
、
沼
津
学
校
追
加
掟
書
と

同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
。
沼
津
で
は
不

発
に
終
わ

っ
た
構
想
を
郷
里
津
和
野
で

も
披
露
し
た
と
い
え
る
。

西
の
夢
を
実
現
す
る
に
は
静
岡
藩
は

小
さ
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
翌
明

治
三
年

（
一
八
七
〇
）
九
月
、
彼
は
上

京
し
た
。
西
が
仕
え
た
明
治
政
府
の
手

に
よ
り
最
高
学
府
と
し
て
の
大
学
の
制

度
が
整
え
ら
れ
る
。
そ
の
法
学
部
出
身

者
ら
が
官
僚
と
し
て
国
政
を
牛
耳
る
こ

と
に
な
る
の
は
、
さ
ら
に
後
年
の
こ
と

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
開
成
所
時
代
、
西

・
津

田
が
持
ち
帰

っ
た
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
の

講
義
ノ
ー
ト
か
ら
政
表
学

（統
計
学
）

を
学
ん
だ
沼
津
兵
学
校
員
外
教
授
杉
亨

三
は
、
明
治
二
年
、
静
岡

。
江
尻

。
清

水

・
沼
津

。
原
の
藩
内
五
か
所
で
日
本

最
初
の
近
代
的
人
口
統
計
調
査
を
実
施

し
、
う
ち

「沼
津
政
表
」
「原
政
表
」
を

ま
と
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
土
産
は
こ
ん
な

形
で
多
少
役
立

っ
た
の
で
あ
る
。
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軍人 (士官)
行政官 教 員
法律家 外交官

医 師 技術者

「徳川家沼津学校追加掟書」の構想

―
沼津兵学校の総合大学化プラン

ー

得業免許状授与

第二試 試 本 著 述 提 出

第二試 (第 二試 )

|

修業年限3年

修業年限4年
受験資格

14～ 18歳

第一試

武官への 文官への道

得 業 生

兵 学 本 業 生

歩兵科 砲兵科 築造科

文 学 本 業 生

政律科 史道科 医  科 利用科

員外生 兵 学 資 業 生 文 学 資 業 生

政律科 史道科 医  科 利用科

小学員外生
附属小学校童生

その他静岡藩小学校生徒

(第 一試 )
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お

知

ら

せ

欄

◎
企
画
展

「興
農
学
園
―
み
か
ん
村

と
デ

ン
マ
ー
ク
教
育
―
」
の
開
催

昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
田
方
郡

西
浦
村
久
連

（現
沼
津
市
西
浦
久
連
）

に
設
立
さ
れ
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
式
の
農

学
校
興
農
学
園

（久
連
国
民
高
等
学
校
）

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

沼
津
兵
学
校

。
札
幌
農
学
校
出
身
の

実
業
家
渡
瀬
寅
次
郎
の
遺
志
に
よ
り
、

そ
の
親
友
内
村
鑑
三

・
新
渡
戸
稲
造
ら

の
協
力
で
設
立
さ
れ
た
同
校
は
、
太
平

洋
戦
争
下
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
生
徒

が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
農
業
技
術
の
み

な
ら
ず
、
理
想
の
農
村
づ
く
り
や
農
民

と
し
て
の
生
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

〈
至
期
一
一
平
成
■２
年
１２
月
■
口
０
～
■３
年
２
月
２７
日
ω

会
場

¨
３
階
北
側
展
示
室

図
録

一
Ｂ
５
版
９０
ペ
ー
ジ

（内
カ
ラ
ー

８
ペ
ー
ジ
）
、
頒
価
五
〇
〇
円

◎
歴
史
講
演
会
の
開
催

企
画
展
に
合
わ
せ
、
興
農
学
園
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・講
師
・演
題

¨

２
月
３
日
固

陳
野
守
正
氏

（元
東
京
都
高
校
教
員
）

「興
農
学
園
を
め
ぐ
る
人
々
」

２
月
‐０
日
田

岩
渕
文
人
氏

（元
玉
川
学
園
史
料
室
長
）

「デ
ン
マ
ー
ク
教
育
と
興
農
学
園
」

時
間

一
午
後
２
時
～
４
時

会
場

一
当
館
講
座
室

定
員

¨
一
〇
〇
名
、
参
加
費
無
料
。

◎
史
料
目
録
２７
、

２８
の
刊
行

沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
２７
東

‐ヽ

間
門
田
中
家

・
原
庄
司
家
文
書
日
録
。

Ｂ
５
版
、　
一
三
〇
頁
。
頒
価
五
〇
〇
円
。

標
題
の
家
以
下
７
史
料
群
を
収
録
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
日
録
２８
重

須
土
屋
家

・
重
寺
日
吉
家
文
書
目
録
。

Ｂ
５
版
、

一
四
八
頁
。
頒
価
五
〇
〇
円
。

標
題
の
家
以
下
３
史
料
群
を
収
録
。

_■11'・

"褐オ 機番鶴3‐
    8名

興農学園卒業生の

出身地別分布人数

6i 2A.l
20名
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